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スリランカで驚きの連続！「多文化理解実習」に参加してきた	Comment by コンソ: 案ですが、少しタイトルを加筆しても良いと感じました。
　[image: ]
「日本以外の文化を現地で学びたい」	Comment by 唐澤 葵衣: スリランカの研修に行こうと思った動機が知りたい。	Comment by コンソ: 冒頭2行の文言について。「仮」と書かれてますが、何を示すものでしょうか？タイトル案の予定だったのでしょうか？
スリランカで日本とは違う生活を体験してませんか？
今回、私は京都女子大学の現代社会学部のプログラムである「多文化理解実習」というスタディツアーに参加し、スリランカへ紅茶づくりなどを学びに行ってきました。
大学生の長期休みに日本にいるだけではもったいないし、スリランカという聞いたことのない国に興味を持ち、また、大学の授業として単位も取得できるという一石二鳥？だったのが参加しようと思った大きな理由です。	Comment by コンソ: プログラムに参加された割に、遊んでいる内容が目立ちます。
このプログラムがどんなものなのか？
学習内容、期間、費用、何人ぐらい参加したのかなど記事を読んでもわからないので、高校生に伝わるよう、追記をお願いします。	Comment by 唐澤 葵衣: 紅茶の話がひとつも出てないから
ここ変えてほしい

今回はスタディーツアーに参加して自分自身がどう変わったのか。？
スリランカで感じた日本との様々な文化の違いなどを皆さんに紹介していきたいと思います。

1． スリランカとは	Comment by 唐澤 葵衣: スリランカの地図の写真とか入れたらわかりやすい！

皆さんスリランカはどこにあるかご存知ですか？

[image: ]	Comment by コンソ: 地図を入れていただいてますが、日本列島も入った上での地図があれば、より距離感がわかりやすいと思います。
日本から直線距離で約7,500km。

インドの南に位置していることから「インドの涙」、またインド洋に浮かぶ島国であるため「インド洋の真珠」とも言われています。	Comment by 唐澤 葵衣: これは形じゃなくて？
スリランカの地形。しずくやっけ？

気候は、私が行った9月は日本より少し涼しく感じましたが、、それでも暑かったです。
しかし、紅茶畑がある場所は高地であったため長袖でもちょうどよく感じました。

２．スリランカって何語を話す？？
[image: ]今回のプログラムには2泊3日のホームステイがありました。
私は今までにカナダやオーストラリアなどの英語圏でホームステイを経験してきましたが、今回のスリランカの共通語はシンハラ語！！
私は行く前から言葉の通じない人とどのようにして過ごせばいいのか不安で仕方ありませんでした。	Comment by 唐澤 葵衣: シンハラ語を書いている写真あったらわかりやすい。
ホームステイ先はごく一般の家庭で、お父さん、お母さん、娘さん2人の4人家族の家でお世話になりました。

家に入るなり文化の違いを実感！！
鳥が家の中にいたのです！！！！
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さらにトカゲやアリ、外にはリスやきれいな緑色をしたインコまでいました。

私は大学に入学し、京都に来てからというもの、虫や動物に触れていなかったため、目の前の光景に驚きを隠せませんでした。

さらに驚いたのはエアコンがなかったことです。
日本の夏はクーラーが聞いている部屋で寝るというのが当たり前ですが、スリランカの中流家庭にはクーラーがないのが当たり前。
扇風機1一台で暑い夜を乗り切りました。また、風を通すために窓を開けているのですが、網戸がなく蚊がたくさん入ってきます。

そこで活躍するのが蚊帳（かや）。
[image: ]
蚊帳はお姫様のベッドにあるものというイメージでしたが、スリランカの人にとっては、なくてはならないもの。ここでも文化の違いを実感しました。

結局、ホームステイ先の娘さん2人は英語ができ、会話をすることができました。
（シンハラ語でしゃべれと言われてもしゃべれない・・(笑)

ホストシスターである2人にはいろんなところへ連れて行ってもらいました。
まずは寺院！
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寺院では敷地内に入ると、土の上でも裸足にならないといけません。(ソックスもダメ)。
日本では考えられないことですが、スリランカでは当たり前のようです。
また、白い服がお寺に行くときの正装であり、赤ちゃんからお年寄りまで全員白い服でお参りをしていました。

[image: ]	Comment by コンソ: フェンスの網にピントが合っているのと象が動いた時にシャッター押されたようで、肝心の象がぶれています。（足はきれいに撮れてるので残念！）どちらかというとフェンスが強調され、目がチカチカします。例えば、もう少し離れたところから撮った写真（お寺の中で飼っている感）、もしくはフェンスがあまり目立たない写真（象がはっきりと見えるもの）があれば、変更を提案します。コンソで象の前にあるフェンスを取り除く処理を加えてみましたが、コトカレ記事掲載の大きさまで画像を引き伸ばすと、粗さが目立ちます。他の写真があれば、やはり差し替えられた方がいいのではと思います。



なんと、お寺の中で象を飼っていました。	Comment by コンソ: 今後の撮影アドバイスとして、もし檻の中のものを撮影したい場合、フェンスの網の隙間にレンズを差し込んだら、きれいに撮れますよ！
その際、動物を刺激しないよう気をつけながら撮影してみて下さいね。
お父さんやお母さんがお祈りをしている中、子供たちは象に夢中でした！！

のどが渇いたので近くの公園で飲み物を買いました。
そこでも驚き！！
[image: ]
なんとアボカドジュース	Comment by 唐澤 葵衣: 売店にあったのはすべてアボカドジュース
アボカドジュースは日本でポピュラーじゃないから驚いたんだよね？
少し説明を加えてほしい。
ホストシスターに勧められ飲んでみると・・・
意外とさっぱりしていて、お砂糖が入っていて甘い！
日本ではサラダやそのままで食べることが多いとホストシスターに言うと、「日本ではアボカドジュースはないの？！こっちではアボカドはジュースにする方が多いわよ」と言われました(笑）。


3． 移動手段はトゥクトゥク？！？！
[image: ]

ホストシスターたちは少しでもスリランカを体験してほしいと言い、私をトゥクトゥクに乗せてくれました。
風を感じながら外に投げ出されそうにもなりましたがとても良い経験でした。

また、バイクだけでなく車もたくさん走っていて、そのほとんどが日本製！
車だけを見ると日本と勘違いしてしまうくらいでした(笑)。


4． スリランカ料理

[image: ]

朝ごはんにはミルクライスというご飯をココナッツミルクに浸して四角く固めた料理を出してくれました。
私はココナッツがあまり好きではなかったのですが、意外と食べることができました。	Comment by コンソ: 意外と食べられたのはどうしてでしょうか？ご自身が苦手としていた味と違いおいしかったのでしょうか？

好きではなかったけど食べることができた、
という文章は少しネガティブな印象を受けます。
森さんの口には合わなかったかもしれないので、必ずしも「おいしい」という感想は不要です。
「私はココナッツがあまり好きではなかったのですが・・・」という文章ではなく、ミルクライスの味を伝える方に文章を変えてみてはいかがでしょうか。具体的な味の感想の方が、読者にとってはイメージしやすいと思います。
５．紅茶づくり

スリランカでは紅茶産業が盛んで、様々な種類の紅茶がつくられています。
今回訪れた農園では、無農薬にこだわった紅茶をつくっていました。
[image: ]
茶摘み体験もしました！
また、紅茶畑に行き、そこで働く女の人の労働の現状や紅茶づくりの取り組みについて詳しく勉強しました。	Comment by コンソ: ここがきっと実習の大きな目的だと思います。最後にのところか、こちらで森さんの学んだこと、感じたことなどが書かれているとより実習の内容を深くすることができるのではないでしょうか。

[image: ]
紅茶のテイスティングを体験し、紅茶についてとても興味がわきました。

６．最後に	Comment by コンソ: 森さんが、スリランカで様々な文化に触れ、現地の方と交流できたことは貴重な経験です。
また、その授業を提供している大学の取り組みも非常に興味深いものがあります。
最後にの一文がスタディツアーに参加してみては？といった内容で締めくくっているので、今回の記事の切り口は「スタディ―ツアーの魅力」だと思います。
そのため、最後にの部分は森さんの学びを含めて「大学のスタディーツアー」の魅力についてもう少し書いていただきたいです。
おそらく唐澤さんがコメントしている内容も同様の想いではないでしょうか。

森さんが気づけた新しい自分の発見は、海外旅行あるあるのようで面白いのですが、補足的な感じにするとより引き立つと思いますよ！

いかがでしたか？
私は今回のスタディーツアーではスリランカのことについてたくさんわかりましたが、日本では知らなかった虫嫌いな自分やココナッツが食べることができたり新たな自分に出会えたと思っています。	Comment by 唐澤 葵衣: ここ具体的に聞きたいな！
スタディーツアーに参加してどう変わった？
また、全身でスリランカを体験できたことは私にとって、とても貴重な経験となりました。

皆さんも休みを利用して行ったことのない国に行き、
日本との違いを感じながら自分の新しい一面をスタディーツアーで探してみてはいかがでしょうか？

（京都女子大学 現代社会学部 森美都季）
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